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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年9月28日(2017.9.28)

【公開番号】特開2016-65165(P2016-65165A)
【公開日】平成28年4月28日(2016.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-026
【出願番号】特願2014-195456(P2014-195456)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 265/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    3/24     ＣＥＹＺ
   Ｃ０８Ｊ    3/24     ＣＦＤ　
   Ｃ０８Ｆ  265/06     　　　　
   Ｃ０８Ｋ   11/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   33/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   67/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月7日(2017.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）アクリルゴムを１００質量部と、（Ｂ）熱可塑性ポリエステルを１５～７０質量
部含む混合物を、（Ａ）１００質量部に対して０．１～５質量部の（Ｃ）架橋剤の存在下
で動的に架橋して熱可塑性エラストマーを製造する方法であって、
　（Ａ）アクリルゴムは、コア－シェル構造を有し、
　コア層は、
　（ａ－１）一般式（１）及び／又は一般式（２）で表される単量体から選ばれる少なく
とも１種を８０～１００質量部と、
　（ａ－２）アクリロニトリル単量体を０～２０質量部と、
　（ａ－３）メタクリル酸アリル単量体を、（ａ－１）と（ａ－２）の合計１００質量部
に対して０．１～２質量部とを含み、
シェル層は、側鎖に炭素－炭素二重結合を有する多官能単量体を含まず、
　（ａ－４）一般式（１）及び／又は一般式（２）で表される単量体から選ばれる少なく
とも１種を８０～１００質量部と、
　（ａ－５）アクリロニトリル単量体を０～２０質量部と、
　（ａ－６）メタクリル酸グリシジル単量体を、（ａ－４）と（ａ－５）の合計１００質
量部に対して０～５質量部とを含む、
熱可塑性エラストマーの製造方法。
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【化１】

（式中、ｎは０、１又は３である）

【化２】

（式中、ｍは０又は１である）
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は以下のものである。
　（Ａ）アクリルゴムを１００質量部と、（Ｂ）熱可塑性ポリエステルを１５～７０質量
部含む混合物を、（Ａ）１００質量部に対して０．１～５質量部の（Ｃ）架橋剤の存在下
で動的に架橋して熱可塑性エラストマーを製造する方法であって、
　（Ａ）アクリルゴムは、コア－シェル構造を有し、
　コア層は、
　（ａ－１）一般式（１）及び／又は一般式（２）で表される単量体から選ばれる少なく
とも１種を８０～１００質量部と、
　（ａ－２）アクリロニトリル単量体を０～２０質量部と、
　（ａ－３）メタクリル酸アリル単量体を、（ａ－１）と（ａ－２）の合計１００質量部
に対して０．１～２質量部とを含み、
シェル層は、側鎖に炭素－炭素二重結合を有する多官能単量体を含まず、
　（ａ－４）一般式（１）及び／又は一般式（２）で表される単量体から選ばれる少なく
とも１種を８０～１００質量部と、
　（ａ－５）アクリロニトリル単量体を０～２０質量部と、
　（ａ－６）メタクリル酸グリシジル単量体を、（ａ－４）と（ａ－５）の合計１００質
量部に対して０～５質量部とを含む、熱可塑性エラストマーの製造方法

【化１】

（式中、ｎは０、１又は３である）
【化２】
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（式中、ｍは０又は１である）


	header
	written-amendment

